
資　料

出  力(出典１) 基  数(出典１) 総発電電力に対する
(万kW) （基) 原子力比率（出典２）

（％）
アメリカ 10,064.0  103  　 19.8 　    
フランス 5,988.8  55  　 75.0 　    
日本（注） 4,508.2  52  　 34.5 　    
ドイツ 2,220.9  19  　 31.2 　    
ロシア 2,155.6  29  　 14.4 　    
英国 1,417.3  35  　 28.9 　    
韓国 1,371.6  16  　 42.8 　    

ウクライナ 1,281.8  14  　 43.8 　    
カナダ 1,061.5  14  　 12.4 　    

スウェーデン 982.2  11  　 46.8 　    
台湾 514.4  6  　 25.3 　    
中国 226.8  3  　 1.2 　    

（出典１）世界の原子力発電開発の動向１９９９年次報告（日本原子力産業会議）

（出典２）IAEA Press Release 2000/09（2000年３月発行、４月改定）

（注）日本については通産省調べ１９９９年度実績（「ふげん」を含む）
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石油等

原子力

我が国の年間発電電力量と燃料種別の推移（一般電気事業用）

（注）新エネは廃棄物、太陽光及び風力の合計。天然ガスは燃料電池、メタノールを含む。
　　　石油等にはＬＰＧ、その他ガス及び歴青質混合物を含む。
（出典）通商産業省資料より作成
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主要国及びアジアでの原子力発電の寄与（１９９９年）
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電源種 原子力 水力 石油火力 ＬＮＧ火力 石炭火力

発電原価

（円／ｋＷｈ）

＜前提条件＞

（主要経済指標等）

・　為替レート　：１２８．０２円／＄

　（平成１０年度平均値）

・　割引率　　　：　３％

・　燃料価格（平成１０年度平均値）

　　　石油　　　：１３．１３＄／ｂｂｌ

　　　石炭　　　：　３８．８＄／ｔ

　　　ＬＮＧ　　 ：１８９０２円／ｔ

・　石油、石炭、ＬＮＧの燃料上昇率：

　　ＩＥＡ「World Energy Outlook」

（出典）「平成１１年１２月総合エネルギー調査会　第７０回原子力部会資料」より作成

6.55.9 13.6 10.2 6.4

我が国の原子力発電及び各種電源の運転期間発電原価

石油 ＬＮＧ 石炭

火力 火力 火力

出力

（万ｋＷ）

運転年数

（年）

設備

利用率（％）
80

　　　　電源種

条　件

80 45 80 80

40 150 90

40 40 40 40 40

原子力 水力

130 1.5

（商業用・２０００年８月現在）

我が国の原子力発電所の運転・建設状況
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項　　目 太　陽　光 風　　力 バイオマス 水　　力 地　　熱

 メリット

●クリーン
●枯渇のおそれ
　がない
●ピーク時対応
　への寄与

●クリーン
●枯渇のおそれ
　がない

●環境負荷低減 ●クリーン
●枯渇のおそれ
　がない

●枯渇のおそれ
　がない

デメリット

●エネルギー密
　度が小さい
●自然条件に左
　右されるなど
　不安定
●経済性の向上
　が課題

●エネルギー密
  度が小さい
●自然条件に左
　右されるなど
　不安定
●大量に導入で
　きる地点は多
　くない

●発電効率が低
　い
●供給力に限界

●環境、立地、
　経済的制約か
　ら規模の大幅
　な拡大は困難

●環境、立地、
　経済的制約か
　ら規模の大幅
　な拡大は困難

 今後の展開

●経済性が改善
　されれば小規
　模電源として
　有望

●大規模化によ
　るｽｹｰﾙﾒﾘｯﾄも
　あり事業化、
　商業化が進み
　つつある

●一定規模以上
　の焼却施設が
　整備可能な都
　市部で有望
●製紙工程の廃
　棄物である黒
　液・廃材の着
　実な活用

●環境保全を重
　視した中小発
　電所の開発が
　期待される

●高温岩体発電
　といった革新
　的な技術開発
　が期待される

（出典）新エネルギー便覧等より作成
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  民  生
  運  輸

我が国の最終エネルギー消費の推移（１９９０年基準）

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 評 価

（出典）通商産業省資料より作成
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（平成１２年８月現在）

加工事業

ウラン濃縮
低レベル放射性
廃 棄 物 埋 設

高レベル放射性
廃 棄 物 管 理

能　力

 最大再処理能力
 800トン/年
 (建設中)

 分離作業能力
  1,050tSWU/年
  （注1）

 最終的には、
  1,500tSWU/年

 埋設量
  200ﾘｯﾄﾙﾄﾞﾗﾑ缶
    40万本相当

 最終的には、
  300万本相当

 高レベルガラス
 固化体貯蔵能力
    1,440本

 返還数量に応じ
 て増設を予定

備　考

 国内の軽水炉か
 らは年間約900
 トンの使用済燃
 料が発生する。

 100万kW級の軽
 水炉が１年間に
 必要とする濃縮
 ウランの分離作
 業は、約120t
 SWUである。

 平成10年度末で
 の国内原子力発
 電所の保管量は
 約50万本相当で
 ある。

 本施設に貯蔵す
 るガラス固化体
 は、海外再処理
 に伴い返還され
 るものである。
   (注2)

(注１)SWU（分離作業単位）：ウランを濃縮する際に必要となる仕事量

(注２)海外から返還される廃棄物には、高レベル放射性廃棄物以外に低レベル放射性

　 　 廃棄物もあり、現在、返還時期及び量を調整中

(出典)日本原燃株式会社パンフレット等より作成

廃 棄 事 業

核  燃  料  サ  イ  ク  ル  の  概  念

六 ヶ 所 核 燃 料 サ イ ク ル 施 設 の 概 要

事　業 再処理事業

<軽水炉燃料サイクル>

<高速増殖炉燃料サイクル>

再転換

ウラン
濃縮

転換
転換

再転換

プルトニウム
燃料成型加工

使用済燃料
再処理

製錬

軽水炉

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

高速増殖炉

高速増殖炉燃料
再処理

高レベル放射性
廃棄物の処分へ

ウラン系
ウランとプルトニウムを含む系

採鉱

使用済燃料

高レベル放射性廃棄物

劣化ウラン

回
収
ウ
ラ
ン

天
然
ウ
ラ
ン

天
然
ウ
ラ
ン

鉱
　
石

ＭＯＸ燃料

濃
縮
ウ
ラ
ン

ウラン燃料

使用済燃料

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
）

使用済燃料
中間貯蔵施設

使用済
燃料

使用済
燃料

ウラン燃料成型加工

高 レ ベ ル
放 射 性 廃
棄 物 の 管

理

低レベル放射性
廃棄物の処分へ
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●地層処分を行う廃棄物（例：高レベル放射性廃棄物）

放射性廃棄物の処分の基本的考え方

●管理処分を行う廃棄物

放射性廃棄物は、原子
力発電所や核燃料サイ
クル施設、大学・研究
所、医療施設等から発
生。

  「廃棄物の処理および清掃に関
  する法律(昭和45年法律第137
  号)」における「管理型処分場」
  の構造基準を踏まえた処分施設
  への処分

地下50～100m

地下10m

地下数m

トンネル型/サイロ型埋設処分

コンクリートピットに埋設処分
(人工構造物を設置)

トレンチに埋設処分
(人工構造物なし)

放射能レベルが比較的
低いもの

発　生 処　理 貯　蔵 処　分

再処理によって使用済
燃料から有用物質であ
るプルトニウムとウラ
ンを分離した後に高レ
ベル放射性廃棄物が残
存する。

濃縮して容積を少なく
した廃液をガラスに溶
け込ませ、ステンレス
製の容器(キャニス
ター)の中で安定な形態
に固化する。

冷却のため、30～50年間
程度安全に貯蔵する。

人工バリアを設けた上
で、天然バリアとなる数
百メートル以深の安定し
た地下に埋設処分する。

ガラス溶融炉

ガラス固化体

鉛などの有害な化学
物質を含む場合

処　分

発　生 処　理

放射能レベルが比較的
高いもの

放射能レベルが極めて
低いもの

地上施設

坑道

処分坑道

減容、安定化等

廃棄物 有用物質

使
用
済
燃
料

再
処
理
工
場

気
体

固体

蒸発・固化
液
体
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●高速増殖炉の仕組み●高速増殖炉の仕組み●高速増殖炉の仕組み●高速増殖炉の仕組み

形　   式

出力　熱

電　気

燃　 　料

ナトリウム冷却高速中性子型増殖炉

７１.４ 万kW

２８.０ 万kW

プルトニウム・ウラン混合酸化物

高速増殖炉の仕組みと原型炉「もんじゅ」の概要

原子炉格納施設

制御棒

蒸気

タービン

発電機

ポンプ

海水

ポンプ ポンプ１次系ナトリウム

中間熱交換器

燃料

２次系
ナトリウム

復水器

原子炉容器

蒸
気
発
生

●もんじゅの概要●もんじゅの概要●もんじゅの概要●もんじゅの概要

高速増殖炉

軽水炉

高速中性子

燃えるウラン

核分裂を起こして
熱と中性子を出す

遅い中性子
燃えるウラン

燃えないウラン
中性子を
取り込む プルトニウム

核分裂を起こして
熱と中性子を出す

高速中性子

中性子と
反応

中性子と
反応

中性子と
反応

核分裂を起こして
熱と中性子を出す

核分裂を起こして
熱と中性子を出す

遅い中性子

減速

減速

中性子と
反応

燃えるプルトニウム
やウラン

燃えるプルトニウム
やウラン

(軽水炉では、１回の核分裂によって発生する中性子の数が
 少ないので、プルトニウムの生成量は多くありません)

プルトニウムの生成
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食品照射による衛生確保
と損失防止

放  射  線  利  用  の  広  が  り

治療 診断

殺菌・滅菌
O-157,サルモネラ 貯蔵延長

（発芽防止；ジャガイモ）
熟度調整

害虫・寄生虫防除

殺菌・殺虫剤（（臭化メチル）代替技術（防疫）

品種改良
環境

修復植物
厳しい環境下での
生産性維持

病害抵抗性品種の

（ゴールド二十世紀）

花色改良
（菊）

害虫の不妊化による農産物の損失防止
（ウリミバエ、アリモﾄﾞキゾウ
ムシ等の根絶技術。）

高付加価値の新素材
タイヤ、半導体素子、

創傷被覆材料、
耐熱・硬化・軽量材、

（ロケット、車、飛行機）

高効率光電子変換素子

資源の確保
捕集材（海水中ウラン捕集）

非破壊検査、
厚さ計、等

品質管理

環境保全
排煙処理、汚水処理、

生分解性プラスチック

滅菌（医療用具など）

低侵襲・高いＱＯＬ

・ｴｯｸｽ線、粒子線によるがん治療
・放射性薬剤内服

苦痛の少ない診断
・ｴｯｸｽ線や

　　形態・機能診断
　　（不要な診断の削減）
・内視鏡を用いない血管診断

(Tc -99m,FDG)
エネルギー代謝機能、神経伝達機能

遺伝子機能等分子レベルの診断

血管内治療
（治療と診断の融合）

食生活

健康維持

住環境

，PET SPECTによる

放射性医薬品の調製

育成

斜体はこれから開発
が見込まれる技術
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日 常 生 活 と 放 射 線


